第３部　無機物質
実験No.4
実験日　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
目的窒素を含む化合物である硝酸とアンモニアの製法や性質、その反応性について、実験を通して考察する。
準備必要な器具を確認し、□にチェック✔をいれる　　※[共有]とあるのは2ペア共有で使用する
□二股試験管　□試験管(6)　□試験管台　□水槽[共有]　□ゴム栓付ガラス曲管　□ゴム栓
□ゴム手袋　□駒込ピペット(4)[共有]　□蒸留水[共有]　□銅線　□メチルオレンジ[共有]
□6mol/L硝酸HNO3[共有]　□1mol/L塩酸HCl、硫酸H2SO4、硝酸HNO3[共有]
実験1　
　①二股試験管に銅線0.5gと6mol/L硝酸HNO3  6mLを入れ、発生する気体を水上置換で集める。この時、気体を発生させた試験管Ａと捕集した試験管Ｂとの違いを観察する。


　②気体を捕集した試験管Ｂの口をゴム栓でふさいで取り出し、口を上に向けてゴム栓をはずしたときの変化を観察する。


　③②の観察が終わった試験管に、約2mLの蒸留水を入れ、ゴム栓でふさいでよく振る。メチルオレンジを数滴加えて変化を観察する。



考察１
①試験管Aで発生した赤褐色の気体は二酸化窒素NO2、試験管Ｂに捕集された無色の気体は一酸化窒素NOである。実験結果より考察できるNO2やNOの性質や反応性などについて話し合い、記述しなさい。
例）NO2は空気より重い気体である。理由は、発生した赤褐色の気体は二股試験管の下にたまっていたから。
	考察（分かったこととその根拠を書く）





②実験1①の試験管Ａでおこる変化を化学反応式で示しなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　③実験1①の試験管Ｂでおこる変化を化学反応式で示しなさい。※実験1③も同じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　④実験1②の試験管Ｂのゴム栓をはずした時の変化を化学反応式で示しなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
実験2　
　　各1mol/Lの 塩酸HCl、硫酸H2SO4、硝酸HNO3をそれぞれ試験管に5mLいれ、銅線0.2gを加えて変化を観察しなさい。
考察2
 　　実験2の結果より、塩酸や硫酸とは異なる硝酸の性質について考察しなさい。
	考察（分かったこととその根拠を書く）





演示実験
[image: ]塩化アンモニウムNH4Cl薬さじ2杯、水酸化カルシウムCa(OH)2薬さじ1杯を、よく混ぜて試験管に入れる。試験管の口を水平より少し下げて加熱し、丸底フラスコ(または試験管)に気体を捕集する。捕集した気体に濃塩酸を近付けてみよ。また、注射器でフェノールフタレイン入りの蒸留水を入れてみよ。どのような現象が見られるか。
	



考察3
	考察（分かったこととその根拠を書く）






①発生した気体が何であるか、その理由も含めて考察しなさい。
　②NH4ClとCa(OH)2の反応を化学反応式で示しなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【実験まとめ、疑問点や質問など】






実験日　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
目的窒素を含む化合物である硝酸とアンモニアの製法や性質、その反応性について、実験を通して考察する。
準備必要な器具を確認し、□にチェック✔をいれる　　※[共有]とあるのは2ペア共有で使用する
□二股試験管　□試験管(6)　□試験管台　□水槽[共有]　□ゴム栓付ガラス曲管　□ゴム栓
□ゴム手袋　□駒込ピペット(4)[共有]　□蒸留水[共有]　□銅線　□メチルオレンジ[共有]
□6mol/L硝酸HNO3[共有]　□1mol/L塩酸HCl、硫酸H2SO4、硝酸HNO3[共有]
実験1　
　①二股試験管に銅線0.5gと6mol/L-HNO3硝酸6mLを入れ、発生する気体を水上置換で集める。この時、気体を発生させた試験管Ａと捕集した試験管Ｂとの違いを観察する。
 (
試験管Ａは赤褐色の気体が発生したが、試験管Ｂで捕集された気体は無色であった。
)

　②気体を捕集した試験管Ｂの口をゴム栓でふさいで取り出し、口を上に向けてゴム栓をはずしたときの変化を観察する。
 (
試験管の口付近の気体が無色から赤褐色に変化した。
)

[bookmark: _GoBack] (
水溶液が赤色に変化した。
)　③②の観察が終わった試験管に、約2mLの蒸留水を入れ、ゴム栓でふさいでよく振る。メチルオレンジを数滴加えて変化を観察する。



考察１
①試験管Aで発生した赤褐色の気体は二酸化窒素NO2、試験管Ｂに捕集された無色の気体は一酸化窒素NOである。実験結果より考察できるNO2やNOの性質や反応性などについて話し合い、記述しなさい。
例）NO2は空気より重い気体である。理由は、発生した赤褐色の気体は二股試験管の下にたまっていたから。
	考察（分かったこととその根拠を書く）
二酸化窒素が水上置換の際に水と反応して水に溶けにくい一酸化窒素が発生した。また、NOは空気中で直ぐにNO2に酸化する。 NO2が溶けた水溶液の液性より、酸性であり、硝酸が生成したことが予想される。





②実験1①の試験管Ａでおこる変化を化学反応式で示しなさい。
　　　Cu　＋　4HNO3　→　Cu(NO3)2　＋　2NO2　＋　2H2O　　　　
　③実験1①の試験管Ｂでおこる変化を化学反応式で示しなさい。※実験1③も同じ
　　　3NO2　＋　H2O　→　2HNO3　＋　NO　　　　　　　　　　　　
　④実験1②の試験管Ｂのゴム栓をはずした時の変化を化学反応式で示しなさい。
　　　2NO　＋　O2　→　2NO2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 (
塩酸　→変化なし
硫酸　→変化なし
硝酸　→気体を発生して溶け、水溶液が
緑
色に変化した。
試験管の口あたりが赤褐色の気体であった。
)実験2　
　　各1mol/Lの HCl塩酸、H2SO4硫酸、HNO3硝酸をそれぞれ試験管に5mLいれ、銅線0.2gを加えて変化を観察しなさい。
考察2
 　　実験2の結果より、塩酸や硫酸とは異なる硝酸の性質について考察しなさい。
	考察（分かったこととその根拠を書く）
硝酸は酸化力が強い。水素よりイオン化傾向の小さい金属は酸には溶けないが、硝酸は銅を溶かしたから。　　※発生した気体は水素ではないことに触れる。





演示実験
[image: ]塩化アンモニウムNH4Cl薬さじ2杯、水酸化カルシウムCa(OH)2薬さじ1杯を、よく混ぜて試験管に入れる。試験管の口を水平より少し下げて加熱し、丸底フラスコ(または試験管)に気体を捕集する。捕集した気体に濃塩酸を近付けてみよ。また、注射器でフェノールフタレイン入りの蒸留水を入れてみよ。どのような現象が見られるか。
	　濃塩酸を試験管の口に近付けたら白煙が生じた。発生した気体は無色で刺激臭があり、水に溶けてフェノールフタレインが赤く変化した。


考察3
	考察（分かったこととその根拠を書く）※人の意見を聞いてまとめていく
発生した気体はアンモニアである。
理由
①特有の刺激臭、②空気より軽いため上方置換による捕集、③気体を入れた丸底フラスコに蒸留水が流入したことから水に良く溶ける、④フェノールフタレインが赤く変化したことから塩基性を示す。


①発生した気体が何であるか、その理由も含めて考察しなさい。
　②NH4ClとCa(OH)2の反応を化学反応式で示しなさい。
　　　　　NH4Cl　＋　Ca(OH)2　→　CaCl2　＋　２H2O　＋　NH3　　　　
【実験まとめ、疑問点や質問など】





　　　    　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　（共同実験者　　　　　　　）
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